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金　剛山著『虎食葬』一
イム　　チヤン　　ヒヨク任　章　赫※
　昨年，韓国民俗関系についていくつかの本が出
版されたので，その中で興味深かった本一つを紹
介したい。著者である金剛山は民俗学者ではない
が，郷土史学者として長い期間にかけて「虎食
葬」を調査し，またそれに関する文献資料の整理
によって『虎食葬』を出版した。本書の主な調査
地域は韓国東部の太白山脈であり，水田はほとん
どない焼畑の地域である。
　「虎食葬」とは，虎によって殺された遺体を葬
ることである。虎が人を殺して食べると，後で死
体として発見されるのは体や手足なし頭だけだと
いう．。したがって，遺族はその頭を発見すると，
その場所で火葬し，そこで塚を作るのが一般的で
あったといわれる。このような「虎食葬」に関する
報告は今までほとんどなかったので，今度の報告は
珍しいことでもある。本の内容は次のようである。
　第1章では，虎に対する一般的な観念を文献資
料を通じて論じており，虎食葬の事例と共に分布
図を作した。また殺された人の霊魂観を詳しく説
明している。
　第2章では，虎食塚の作り方について説明があ
り，それは死者の霊魂観と密接な関係があって，
死者の魂であるチャンギ（帳鬼）を恐ろしいもの
として考え，その対策として様々な呪術的道具が
塚作りに使われる。一方，虎食塚が石塚である点
から著者は城陛堂・造山・蒙古のオボなど同一系
統である可能性を示唆しているが，この点につい
ては再考する必要があろう。外形上において塚の
形態は似た所が多いが機能面においては異なる点
多いのである。
　第3章では，風水地理説と虎食塚の場所との関
係で，昔から「虎食塚の場所は明堂だ」という話
しがあったという。虎食塚の場所は風水地理説に
よって考えてみるとよい墳である。このようなこ
とは虎の習性とむすびついている。
　韓国民俗における虎は山の神あるいは山神の使
者と研究されてきた。しかし，虎によって殺され
た死者の霊魂観について論じたものはほとんどな
い。死者の霊魂であるチャンキは虎の使者となり，
人問の世に帰るためまたもう一人を殺さないとい
けないという。このような観念は中国南部にある
人虎観念，すなわち虎に喰い殺された者はふたた
び虎になって人間を一人喰い殺してむさぼらなけ
ればならないというものと似ている。これは今後
比較民俗学的に検討するものであろう。一方，韓
国で墓場の選びには風水地理説と深い関係を持っ
てレミるが，虎食塚の位置と風水地理説ともむすび
ついているのは韓国的な特徴であろう。
　本書は研究書というよりは報告書あるいは資料
書といえるが，その価値は高く評価することがで
きる。
　これまでに人虎の観念とそれに伴う信仰などは
ほとんど昔話あるいは神話による解釈であった。
したがって著者の報告は研究者による現地調査が
要求される。また著者が提示している虎食塚とソ
ナンタン（城陛堂）・造山などのかかわりについ
ても今後の課題であろう。
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